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タ
イ
の
パ

ヤ
オ
農
高
一

年
生
を
１
年

間
づ
つ
教
育

を
任
さ
れ
て

５
年
目
、
そ

の
成
果
が
好

評
の
為
、
タ

イ
、
日
本
、

周
辺
の
国
よ

り
来
訪
者
は

増

加

の

一

途
。
熊
本
県

坂
本
中
学
は

村
が
研
修
生

人
派
遣
の

20継
続
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

タ
イ
政
府

も
内
閣
総
理

府
の
中
等
職

業
教
育
課
よ

り
、
課
長
始

め
各
課
担
当

４
名
、
ラ
ン

パ
ン
県
の
農

高
校
長
、
パ
ヤ
オ
県
農
高
教
頭
等
多
数

来
訪
。
農
場
長
の
私
だ
け
で
な
く
、
生

徒
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
直
接
質
問
さ
れ
、

当
農
場
の
あ
り
方
を
視
察
さ
れ
た
。
恐

ら
く
、
タ
イ
の
農
業
教
育
の
行
詰
り
を

ど
の
よ
う
に
打
解
す
る
か
が
目
的
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
タ
イ
政
府
の
大

学
庁
長
官
を
務
め
た
ス
テ
ー
ブ
博
士

が
、
Ｔ
Ｖ
チ
ー
ム
３
人
引
連
れ
来
場
。

私
が
ど
の
よ
う
な
哲
学
で
、
こ
の
様
な

青
年
教
育
、
農
村
開
発
を
推
進
し
て
い

る
か
を
聞
き
た
い
と
。
「
今
人
類
社
会

に
迫
っ
て
い
る
危
機
を
誰
が
ど
の
よ
う

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
か
？
そ
れ
は
青
年

が
立
上
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

億
を

61

越
え
た
人
口
増
加
に
よ
る
食
糧
不
足
、

環
境
破
壊
、
水
不
足
、
大
量
消
費
の
狂

乱
経
済
」
等
に
つ
い
て
、
３
時
間
私
の

考
え
を
吐
露
し
た
。

○
タ
イ
政
府
は
麻
薬
対
策
に
強
い
姿
勢

を
示
し
始
め
た
。
警
察
に
マ
ー
ク
さ
れ

て
い
る
近
く
の
麻
薬
吸
引
者

人
が
、

60

３
日
間
当
農
場
に
宿
泊
し
講
習
を
受
け

た
。
私
は
閉
会
式
の
挨
拶
で
「

世
紀

21

の
人
類
生
存
の
担
い
手
は
君
達
で
は
な

い
か
」
と
激
励
し
、
研
修
の
記
念
樹
と

し
て
果
樹
苗
を
１
本
づ
つ
贈
っ
た
。

○
ア
カ
族
の
麻
薬
吸
引
者

人
が
、
ヨ

10

ハ
ン
君
に
連
れ
ら
れ
て
来
場
。
ヨ
ハ
ン

曰
く
「
ミ
ャ
ン
マ
に
近
い
山
奥
の
ア
カ

族
で
、
女
性
は
よ
く
働
く
が
、
男
達
の

多
く
は
怠
け
者
で
、
昼
間
か
ら
麻
薬
を

吸
引
し
て
身
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
て
い
る

者
が
多
い
。
私
は
ア
カ
族
の
将
来
の
為

に
こ
の
問
題
に
取
組
ま
ん
と
、
ま
ず
10

人
を
選
び

日
間
私
の
家
に
宿
泊
さ

25

せ
、
麻
薬
を
断
つ
研
修
を
さ
せ
た
い
。

そ
こ
で
今
日
は
先
生
の
農
場
で
、
先
生

の
生
き
様
を
見
せ
、
話
を
聞
か
せ
る
為

に
連
れ
て
来
ま
し
た
」
と
。
私
は
農
場

見
学
の
後
、
チ
ェ
ン
病
院
の
エ
イ
ズ
患

者
の
定
例
検
査
日
に
全
員
を
連
れ
て
行

き
、
死
が
旦
夕
に
迫
っ
た
そ
の

人
の

60

生
き
様
を
見
せ
「
山
奥
で
妻
の
み
に
負

担
を
掛
け
、
自
ら
麻
薬
に
溺
れ
て
い
る

と
は
ど
う
い
う
事
か
」
と
強
く
自
責
さ

せ
た
。

日
の
訓
練
に
耐
え
、
軽
い
足

25

取
り
で
村
に
帰
っ
た
夜
は
村
総
出
で
歓

迎
の
夕
べ
が
開
か
れ
た
。
そ
の
時
、
５

才
の
男
の
子
が
父
の
膝
に
股
が
り
、
抱

き
つ
き
「
お
父
は
、
ソ
イ
ソ
イ
（
美
し

い
）
に
な
っ
た
ね
」
と
大
声
で
言
っ
た

の
で
万
座
大
笑
い
。

人
は
立
直
っ
た
。

10

後
日
談
「
外
国
人
で
高
齢
の
谷
口
先

生
が
、
あ
の
厳
し
い
条
件
の
下

年
も

20

独
り
で
居
ら
れ
る
姿
に
感
動
し
、
己
の

今
ま
で
の
生
様
を
考
え
直
す
契
機
を
与

え
て
貰
っ
た
」
と
。
タ
イ
は
吸
引
者
が

大
変
多
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
何

回
も
続
け
て
欲
し
い
。
然
し
問
題
は
多

額
の
経
費
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
更
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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農
場
来
訪
者
は
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の
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途

谷
口

世
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希望があれば
瞳は輝く

希望は自ら
造るもの

今、君は
輝いているか
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会

長

谷

口

恭

子

当会の理事須賀とよ子さんが

マイペンライ

ご存じのように、当会では売春防止のた

めの職業訓練事業“ミシンプロジェクト”

を行っています。

このたび須賀理事は玉名市にマイペンラ

イ（タイ語で「気にしない」の意）という

お店をオープンし、現地で作られた商品を

一手に引き受けることとなりました。須賀

理事は洋裁のプロとしてこのプロジェクト

にデザインなどのアドバイスをしたり、時

には輸入した商品に若干の手を加えて付加

価値を上げ、販売の促進に努めています。

－皆様是非一度お立ち寄り下さい。－

◎場 所：玉名市中 1824-3
西部地区商店会フォルム 21

◎問い合わせ:Tel 090-4353-8714


